
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２２年８月３日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．有機ＥＬ・ドリームチームのメンバーが着任 

２．「高校生朗読コンクール」開催 

３．国際学生照明デザインコンペで日本人最高賞（第２席）受賞 

４．山形の夏 アフィニスの花満開！ 

お 知 ら せ 

１．医学部附属病院「花笠踊り」 

２．基盤教育シンポジウム「教育改革に向けた山形大学の挑戦」 

３．地域教育文化学部公開講座「２１世紀の教育の創造 

－ほめる・叱るに替わる教育と子育て－」 

４．農学部ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」 

５．附属幼稚園公開講座「すこやか広場」 

６．地域教育文化学部公開講座「家族で科学を楽しむための理科教室」 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２２年９月７日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）



プレス発表資料 

平成 22年 8月 3日 

山 形 大 学 

有機ＥＬ・ドリームチームのメンバーが着任 

折れ曲がるディスプレイ開発の世界的第一人者がドリームチームに完全移籍 

～山形大学の有機エレクトロニクスの世界的研究拠点化が加速します～ 

８月１日付けで、フレキシブル・ディスプレイ開発の世界的な第一人者、時任 
ときとう 

静士 
し ず お 

氏が 

ＮＨＫ放送技術研究所から工学部に卓越研究教授として、完全移籍、着任しました。 

時任卓越研究教授は、山形大学先端有機エレクトロニクス研究センターを拠点に、フレキシ 

ブル・ディスプレイの実用化にむけて、産業界と連携して研究開発を進めます。 

すでに、白色有機ＥＬや有機ＥＬ照明分野での世界の第一人者である城戸淳二卓越研究教授 

と協力し、有機エレクトロニクスの世界的研究拠点形成をさらに加速させます。 

山形大学では、国内の大学として初めてとなる破格の研究環境等を提供することで、今回の 

移籍を実現しました。 

☆専有研究環境スペース 約１，１００ｍ 2 （建設中の研究センター１フロアすべて） 

☆共通研究スペース 約１，１００ｍ 2 

☆着任研究経費 約２億円 

☆スタッフ 助教、ポスドク、実験補助、など 

この移籍が実現した背景には、学長の結城プラン２０１０に基づく、有機エレクトロニクス 

の世界的研究拠点形成を目指すための人材獲得、研究環境整備構想があります。また、ＪＳＴ 

の「地域卓越研究者戦略的結集プログラム」にも採択されています。 

※ 現在、巨大産業を生むイノベーター（発明者・研究者）の世界的獲得競争が繰り広げられ、すでに欧米の大学などでは、 

破格の条件でイノベーター（発明者・研究者）を獲得しています。（代表例、カリフォルニア大学サンタバーバラ校、中 

村修二教授など） 

一方、我が国では様々な制約の下、良い研究環境等を提供できず、卓越した研究者の海外流失につながっていました。 

フレキシブル・ディスプレイの例 

（お問い合わせ） 

山形大学工学部 研究支援室 

電話：０２３８(２６)３００４



時任氏プロフィール 前職：ＮＨＫ放送技術研究所（表示・機能素子）部長 
東京工業大学大学院総合理工学研究科連携教授 

学位：工学博士 
専門分野：有機トランジスタをベースにした 

フレキシブルエレクトロニクス 

1982年 東京農工大学卒業 
1984年 九州大学大学院修士課程修了 
1987年 同大学院博士課程修了（工学博士）、 

同年に助手に就任 
1988－1989年 カリフォルニア大学博士研究員 
1990年 （株）豊田中央研究所 
2001年 日本放送協会（ＮＨＫ）放送技術研究所主任研究員 

・有機デバイスが真価を発揮する、フレキシブルデバイス、印刷デバイスのエキスパート。 

・多数の企業と連携し、有機デバイスの新しい可能性を発信し続けている、業界の中心人物。 

・論文の被引用回数100回以上10報、最も引用された論文で371回。 

山形大学先端有機エレクトロニクス研究センター 

テーマ： 塗布型有機ＥＬデバイスの開発 

卓越研究教授 城戸淳二 

テーマ： 有機薄膜太陽電池の開発 

連携卓越研究者 ＵＣＬＡ教授 Yang Yang 
連携卓越研究者 ロチェスター大教授 Ching Tang 

テーマ： フレキシブルディスプレイの開発 

卓越研究教授 時任静士 

有機太陽電池研究部門 

有機トランジスタ研究部門 

有機ＥＬ研究部門 

International Advisory Board 

・A. J. Heeger （カルフォルニア大学サンタバーバラ校） 

・R. H. Friend （ケンブリッジ大学） 

・K. Leo （ドレスデン工科大学） 

総面積 5700 m 2 平成２２年１２月竣工予定 

５F 有機EL 
４F 有機EL・共通 

３F 有機トランジスタ 

２F 有機太陽電池 

１F 共通機器・クリーンルーム 

先端有機エレクトロニクス研究センター 

センター長：大場好弘 工学部長



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２２年８月３日 

山 形 大 学 

「高校生朗読コンクール」開催 

高校生朗読コンクール「井上ひさし－東北のことばとこころ」を開催します。 

テーマは「俺達 
おらだ 

の国語ば可愛 
めんご 

がれ」 

３回目となる今回は、つい先日お亡くなりになった井上ひさし氏（川西町小松 
出身）の代表作「吉里吉里人」を題材に開催します。 

方言と共通語が混在する井上氏ならではの文章を朗読することによって、若い 
世代のことばや郷土に対する関心を高め、併せて高校教育にも資することができ 

ると考えております。 
予選を通過した山形県の高校生たちが、それぞれの吉里吉里語で故郷山形への 

思いを表現します。 
そんな高校生たちを応援してくださる、一般市民の皆さまのご来場をお待ちし 

ております。 

◎本 選 
日 時：平成２２年９月１１日（土）１３：３０～１７：００ 

会 場：山形大学米沢キャンパス旧米沢高等工業学校本館 
公 開：一般市民 定員５０名（入場無料・要事前予約） 

申込受付：８月２３日（月）～（電話受付は、平日９：００～１７：００） 
定員に達し次第締め切ります。 

※最終審査の間、下記の講演を行います。 
演題：「井上ひさしと藤沢周平－東北ユートピアを夢見て－」 

講師：山本陽史（山形大学基盤教育院・教授） 

◎予選審査 
録音審査の形で実施し、 学内の教員等で構成する審査委員会の審査によって本 

選出場者を決定します。 
応募者数は、３０名（男性５名、女性２５名）でした。現在、予選審査を行っ 

ており、８～１０名程度が本選に出場します。 

※2008、2009年と山形大学特別プロジェクト「藤沢周平の山形」の一環として朗読コンクー 

ルを実施しました。プロジェクトは昨年度いっぱいで終了しましたが、朗読コンクールは 

本年度も引き続き実施することとしました。 

（お問い合わせ） 

工学部図書館 担当）三角（みすみ） 
（ＴＥＬ） ０２３８－２６－３０１９



プレス発表資料 

平成 22年 8月 3日 

山 形 大 学 

国際学生照明デザインコンペで日本人最高賞（第２席）受賞 

コイズミ国際学生照明デザインコンペにおいて、地域教育文化学部 

４年の浅野 奈実さんが、銀賞を受賞しました。 

THE 23 rd KOIZUMI INTERNATIONAL LIGHTING DESIGN CONPETITION FOR STUDENTS 

第２３回コイズミ国際学生照明デザインコンペにおいて、地域教育文化学部文化創造学科 

造形芸術コース４年の浅野 
あ さ の 

奈 
な 

実 
み 

さんの作品「弦月（Half – Moon）」が、日本人最高賞とな 

る銀賞（第２席）を受賞しました。 

コイズミ国際学生照明デザインコンペは、世界で唯一、学生を対象とした照明デザインコ 

ンペとして１９８８年から開催されています。 照明文化の向上と若き人材の育成を主旨とし、 

世界の教育機関を対象に行われています。 

審査委員も国内外のデザイン、建築界の重鎮が務め、権威ある国際学生デザインコンペと 

して毎年数多くの応募者が、アイディアと技術を競い合います。 

これまでの応募者は、延べ３７カ国、約２万３千人にのぼり、入賞者の多くは次代の照明 

デザインを担う優秀な人材として育っています。 

第２３回目となる今回は、「あかりのありかを求めて・・・地球を大事にするあかり、光 

と陰が生み出す新時代のフォルム」をテーマとして、広く世界に作品が募集されました。 

国内７１９名、海外１６カ国２３５名の９５４名が応募し、８１４点の応募作品が集まり 

ました。 

（お問い合わせ） 

山形大学地域教育文化学部文化創造学科 教授 和田 
わ だ 

直人 
な お と 

電話：０２３(６２８)４３４５



プ レ ス 発 表 資 料 

平成２２年８月３日 

山 形 大 学 

山形の夏 アフィニスの花満開！ 

いよいよ「アフィニス夏の音楽祭」が開幕します。 

スタッフとして頑張っている学生たちが、演奏会の見どころ 

聴きどころをご案内します。 

これまで、 ３回にわたりご案内してきました 「アフィニス夏の音楽祭2010山形」。 

いよいよ、開幕です。 
今回は、その全体日程をご紹介するとともに、それぞれのコンサート等の見どこ 

ろ、聴きどころを、音楽を学ぶ学生の視点からご案内いたします。 

☆公開セミナー 
２０１０年８月１７日（火）～２０日（金） ９：３０～１６：００ 

文翔館、山形県県民会館、遊学館 
☆公開ワークショップ 

２０１０年８月１７日（火）～２０日（金）１６：３０～１８：００ 
場所等詳細はお問い合せください。 

☆ミニコンサート 
２０１０年８月１８日（水）１９：００～（１８：３０開場） 
♪かみのやま 湯かったコンサート♪（上山市体育文化センター） 
♪夏の夜の文翔館中庭コンサート♪ （文翔館中庭） 

２０１０年８月１９日（木）１９：００～（１８：３０開場） 
♪高瀬べに花コンサート♪（高瀬ふれあい交流センター） 
♪蔵王やすらぎの里なごみコンサート♪（軽費老人ホーム蔵王安らぎの里） 

☆あいうえオーケストラ 

２０１０年８月２１日（土）１１：００～（山形県県民会館） 
☆山形交響楽団×アフィニス祝祭管弦楽団演奏会 

２０１０年８月２１日（土）１９：００～（山形県県民会館） 
☆ランチタイムコンサート 

２０１０年８月２３日（月）１２：２０～（文翔館議場ホール） 
２０１０年８月２４日（火）１２：２０～（文翔館議場ホール） 

☆室内楽演奏会Ⅰ 
２０１０年８月２３日（月）１９：００～（文翔館議場ホール） 

☆室内楽演奏会Ⅱ 
２０１０年８月２４日（火）１９：００～（山形テルサ テルサホール） 

（お問い合わせ） 
地域教育文化学部文化創造学科 教授 藤野祐一 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４３３０

















プレス通知資料 （概 要） 

平成２ ２年 ８月 ３日 

山 形 大 学 

１．医学部附属病院「花笠踊り」 

(概要) 入院中の患者の皆さまに花笠踊りを披露し、山形の夏の風物詩とお祭りの雰囲気を堪 

能していただきます。 

日 時：平成２２年８月６日（金） １７：２０～ 

場 所：附属病院中庭（山形市・飯田キャンパス） 

参加者：教職員１００名程度 

問い合わせ：山形大学医学部総務課庶務係 

（TEL）０２３－６２８－５００６ 

２．基盤教育シンポジウム「教育改革に向けた山形大学の挑戦」 

(概要) 山形大学での一連の教育改革の目的と成果を、他大学における教育改革で活かして 

いただけるよう、本シンポジウムを開催します。 

日 時：平成２２年８月２８日（土） １４：００～ 

場 所：キャンパス・イノベーションセンター １階国際会議室（東京都港区芝浦） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学教育企画室 

（TEL）０２３－６２８－４７０１ 

３．地域教育文化学部公開講座「２１世紀の教育の創造 

－ほめる・叱るに替わる教育と子育て－」 

(概要) この講座では、親学習プログラムＳＴＥＰを中心とした、子ども自身が主体的に自己選 

択・自己決定をゆるされ、それに自己責任がともなうといった民主的な教育と子育ての方 

向性を示します。 

日 時：平成２２年９月２日（木）～１０月７日（木） （９／２３は除く） 

１８：００～２０：００（毎週木曜 全５回 計１０時間） 

場 所：地域教育文化学部１号館Ｃ２教室（山形市・小白川キャンパス） 

対象者：一般市民 ５０名 

受講料：１，０００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学地域教育文化学部 総務チーム 

（TEL）０２３－６２８－４３０４



４．農学部ひらめき☆ときめきサイエンス「生物の多様性を考える」 
(概要) この講座では、高校生の皆さんに、土壌微生物・植物・昆虫間の相互作用について、イ 

ンドネシアと日本で実施した研究成果を紹介するとともに、土壌微生物、植物、昆虫を対 
象としたそれぞれの実習を行い、農学のおもしろさを広くお伝えします。 

修了者には、未来博士号が授与される特別プログラムです。 

日 時：平成２２年９月４日（土） ９：００～１６：００（受付は８：３０～） 
場 所：農学部３号館（鶴岡市・農学部キャンパス） 

対象者：高校生 ２０名（先着順） 
受講料：無料（昼食付） 

申込締切日：平成２２年８月１８日（水） 
〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学農学部 企画広報室 

（TEL）０２３５－２８－２８０３ 

５．附属幼稚園公開講座「すこやか広場」 
（概要） 未就園のお子さんを対象に、子育て支援事業として「すこやか広場」を開催しています。 

すこやか広場は、附属幼稚園を地域の皆さんに知っていただき、共に子育てについて 
考えたり親子で遊んだりする場です。 

お誘い合わせの上、お気軽に遊びにいらしてください。 

２回目 「親子でぺたぺた まぜまぜしよう」 
日 時：平成２２年９月７日(火) １４：３０～１５：４５ 

会 場：附属幼稚園（山形市松波 2-7-1） 
対象者：２～３歳児 親子５０組 

参加費：親子１組で２００円（材料費・保険代として） 

問い合わせ：山形大学附属幼稚園 
（ＴＥＬ）０２３－６４１－４４４６・４４４７ 

６．地域教育文化学部公開講座「家族で科学を楽しむための理科教室」 

(概要) この講座では、「理科離れ」が子どもより大人の方が深刻であることから、ご両親あるいは 
祖父母の世代に、もう一度理科の教室に戻ってもらい、小学校や中学校の教科書で取り 

扱われてる物理、化学、生物、地学領域の実験を、子どもさんあるいはお孫さんと一緒に 
実験・観察を行い、仮説の設定や試行錯誤を再体験してもらい、科学の見方や考え方に 

「再挑戦」してもらうことをねらいとしています。 

日 時：平成２２年９月１８日（土）～１０月１６日（土） （１０／９は除く） 
１４：００～１６：００（毎週土曜 全４回 計８時間） 

場 所：山形大学 SCITA センター（山形市・小白川キャンパス） 
対象者：小学生（３学年以上）とその家族 ２０組 

受講料：１組 ２，０００円 
〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学地域教育文化学部 総務チーム 

（TEL）０２３－６２８－４３０４



７．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので開催がせまっているイベント 

当日の取材をよろしくお願いいたします。 

○工学部国際連携サマープログラム 

期 間：平成２２年８月２日（月）～１２日（木） 

場 所：工学部及び米沢市内など 

対象者：中国及びマレーシアの学部２・３年生 計９名 

問い合わせ：山形大学工学部 学生サポートチーム（学生・就職支援担当） 

（TEL）０２３８－２６－３０１７ 

○理学部「小さな科学者・体験学習会」【わくわく化学実験ランド】 

日 時：平成２２年８月３日（火）１４：００～１６：００ 

会 場：山形大学SCITAセンター（山形市・小白川キャンパス） 

対 象：小学４年生以上とその保護者 親子１０組 

問い合わせ：山形大学SCITAセンター 

（TEL）０２３－６２８－４５０６ 

○理学部体験型講座「サイエンス・サマースクール inやまがた」 

コース・日時： 

☆コース１「ナノテクノロジーを体験してみよう」 

平成２２年８月３日（火）１０：００～１６：００ 

☆コース２「見て、聞いて、測って納得！自然環境中の放射線」 

平成２２年８月５日（木）１０：００～１６：００ 

☆コース３「電子顕微鏡で細胞を観察しよう」 

平成２２年８月９日（月）１０：００～１６：００ 

☆コース４「岩石から鉱物を取り出してみよう」 

平成２２年８月９日（月）１０：００～１６：００ 

☆コース５「色素増感太陽電池－近未来のエネルギーについて考えよう－」 

平成２２年８月１０日（火）１０：００～１６：００ 

☆コース６「「数」について考えてみる」 

平成２２年８月１０日（火）１１：００～１６：００ 

☆コース７「宇宙の不思議をのぞいてみよう」 

平成２２年８月１１日（水）１０：００～１６：００ 

場 所：山形大学理学部（山形市・小白川キャンパス） 

問い合わせ：山形大学理学部 事務ユニット 

（TEL）０２３－６２８－４５０５



○地域教育文化学部「サッカーぶれ球シュートの科学－ぶれ球を蹴ろう！－」 

日 時：平成２２年８月５日（木）１３：００～ 

会 場：東京工業大学 体育館＆人工芝グランド（東京都・大岡山キャンパス） 

参加料：無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学地域教育文化学部生活総合学科 准教授 瀬尾和哉 

（TEL）０２３－６２８－４３５０ 

○有機エレクトロニクス体験ゾーン（実験・実習体験コーナー） 

「次世代の有機材料が織りなす未来」～見て、触れて、聞いて、感動してみよう！～ 

日 時：平成２２年８月６日（金） １３：００～１５：００ 

場 所：山形大学工学部ものづくりセンターＡ棟２階 

対 象：一般市民、学生（中・高校生、高専生等） 50 名 

参加費：無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：高分子学会東北支部「有機エレクトロニクス体験ゾーン」実行委員会 

山形大学工学部 事務ユニット 研究支援チーム 

（TEL）０２３－６２８－４５０６ （FAX）０２３８－２６－３４０１ 

E-mail：edison@yz.yamagata-u.ac.jp 

○工学部公開講座「健康と命を守るバイオ・医療技術の最前線」 

日 時：平成２２年８月６日（金）１３：００～１６：００ 

会 場：山形大学工学部中示範B教室（米沢市・工学部キャンパス） 

受講対象：中学生以上、１００名 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形大学工学部広報室 

（TEL）０２３８－２６－３４１９ 

○男女共同参画推進室 女性学講座「自分らしい「幸せ」とは？」 

日 時：平成２２年８月２４日（火）、３１日（火）、９月１０日（金） １０：００～１２：００ 

場 所：山形市男女共同参画センター「ファーラ」５階視聴覚室（山形市城西町） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

問い合わせ：山形市男女共同参画センター「ファーラ」 

（TEL）０２３－６４５－８０７７



○農学部公開講座「食と健康に貢献するバイオ技術」 

場 所：講義室（１０１or１０２）及び見学会場 

対象者：中学生以上 ３０名 

・第１回 学内講演 ８月２８日(土) １３：００～ 

・第２回 会社見学会（初孫） ９月 ４日(土) １３：００出発 

・第３回 会社見学会(月山ワイン) ９月１１日(土) １３：００出発 

・第４回 学内講演 ９月１８日(土) １３：００～ 

・第５回 学内講演及び農学部内見学 ９月２５日(土) 

問い合わせ：山形大学農学部 企画広報室 

（TEL）０２３５－２８－２９１１



















機械の日・機械週間関連行事 

サッカーぶれ球シュート（無回転シュート）の科学  －ぶれ球を蹴ろう！－ 

児童・生徒、及びその保護者を対象に，サッカーのぶれ球（無回転）シュートに関する講演と実技

指導を行い、楽しみながら自然現象や科学技術に興味を持ってもらうことを目的としています。 

 

開催日：2010年 8月 5日（木） 13:00～ 

会 場 ：東京工業大学 大岡山キャンパス（体育館＆人工芝グランド）  

内 容 ：（1）ぶれ球の科学（13:05～13:45） 

  これまでのぶれ球に関する研究成果をわかりやすく紹介します。 

浅井 武（筑波大学） 

  （2）ぶれ球用サッカースパイク イグニスタの開発秘話（13:45～14:15） 

  イグニタスの開発秘話を披露します。実は、イグニタスはゴルフのドライバーと関

  係がある？！ 

鳴尾丈司（ミズノ株式会社）  

  （3）ぶれ球を蹴ろう（14:30～  ） 

  イグニタスを試着し、ぶれ球を蹴りましょう。ボールがぶれる様子を高速カメラで

  撮影します。どのように蹴っているか、確認してください。また、完成直後の東工

  大の人工芝グランドの感触もお楽しみください。 

山口昌利（ミズノ株式会社） 
 

*イグニタスで試打をしたい方は、動きやすい服装で参加してください。なお、着替えは体育館地下

一階の更衣室を利用することができます。また、講義聴講のみの参加も歓迎いたします。 
 
 

参加費：無料  

参加を希望される方は、準備の都合上、下記まで、連絡頂けると幸いです。当日参加も可、です。 

瀬尾和哉 E-mail：seo@e.yamagata-u.ac.jp 電話(023)628-4350 FAX（023）628-4454 

 

 

スポーツ・アンド・ヒューマンダイ

ナミクス専門会議のホームペー

ジもご参照下さい。 http://www.jsme.or.jp/shd/ 



平成22年度科学研究費補助金（研究成果公開促進費）「研究成果公開発表（Ｂ）」

有機エレクトロニクス体験ゾーン
（実験・実習体験コーナー）

有機エレクトロニクス体験ゾーン
（実験・実習体験コーナー）

有機エレクトロニクス体験ゾーン
（実験・実習体験コーナー）
次世代の有機材料が織りなす未来次世代の有機材料が織りなす未来次世代の有機材料が織りなす未来

今、有機材料が、エレクトロニクスの世界で産業革命をおこしています。電球、蛍光灯にかわり、有機材料で光る製品
が、世界ではじめて米沢で製品化されて１０年以上がたちます。金属にかわり、電気を流すプラスチックもすでに実
用化されています。太陽電池でも、硬いシリコンにかわり、柔らかい有機太陽電池が製品化されつつあります。新し
い夢の時代を切り開いていくのは技術です。是非、そんな楽しい世界を体験しに来てください。

13：00～15：0013：00～15：0013：00～15：00

場　所

対　象 一般、学生（中・高校生、高専生など）

参加費 無料 定　員 50名

〒992-8510　米沢市城南4丁目3-16

お申し込み方法は裏面をご覧下さい

山形大学工学部 ものづくりセンター Ａ棟 2階（裏面参照）

13：00 はじめに 高橋辰宏 副学部長

13：05～13：20 光る！ 時任静士 教授

13：20～13：35 電気が流れる！ 倉本憲幸 教授

13：35～13：50 電気が発生する！ 廣瀬文彦 教授

３種類の実験を体験していただきます。

輝きを体験してみよう！ 新しい有機の光vs新しい無機の光vs蛍光灯vs白熱電球

音をきいて感動してみよう！とても薄い透明フィルムスピーカで見ても感動できる

太陽光で動く！ 有機太陽電池vsシリコン太陽電池

15:00 おわりに 高橋辰宏 副学部長

8/68/68/6
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■連絡先 〒９９２－８５１０　山形県米沢市城南４丁目３－１６　山形大学工学部内
高分子学会東北支部「有機エレクトロニクス体験ゾーン」実行委員会
担当：工学部事務ユニット研究支援チーム 0238-26-3004 0238-26-3401

edison@yz.yamagata-u.ac.jp
ホームページ（http://www.yz.yamagata-u.ac.jp/info/2010/100806yuuki.html）
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参加申し込み
ホームページ（http://www.yz.yamagata-u.ac.jp/info/2010/100806yuuki.html）からお申し込みください。

FAX、E-mailでのお申し込みも受け付けております。

氏名（ふりがな）、性別、所属、生年月日、年齢、電話番号、メールアドレスを記載の上、下記連絡先までお申し込みください。

■主催 社団法人　高分子学会 ■後援 山形大学工学部

■連絡先 〒９９２－８５１０　山形県米沢市城南４丁目３－１６　山形大学工学部内
高分子学会東北支部「有機エレクトロニクス体験ゾーン」実行委員会

担当：工学部事務ユニット研究支援チーム

氏　名
ふ り が な

所　属

性　別 男

昭和・平成 年　　月　　日　（　　才）

女

生年月日、年齢

0238-26-3004 0238-26-3401
edison@yz.yamagata-u.ac.jp

ホームページ（http://www.yz.yamagata-u.ac.jp/info/2010/100806yuuki.html）

■参加申込書 ※ご登録いただいた情報は、参加者の確認と保険のためにのみ利用させていただきます。

※メールでお申し込みの際には、件名に「体験ゾーン参加」と記載願います。

※締切：平成22年7月31日㈯
　原則として事前申込み制ですが、当日の参加も歓迎致します。

電話番号 メールアドレス

ACCESS CAMPUS MAP





《託 児》 （無料） 

１歳～就学前まで 

講座の１週間前までに予約してください。 

《申込・問い合わせ》 
山形市男女共同参画センター 「ファーラ」 

☎ ０２３－６４５－８０７７ （受付時間：午前９時～午後５時） 

ファーラは，山形市が運営している公的施設です。広報やまがたに各種事業を随時掲載しています 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.city.yamagata.yamagata.jp/f/kurashi/sisetu.html 

10:00～12:00 

多様な生き方を探る 

講師 山形大学地域教育文化学部教授 

高木 直 

10:00～12:00 

「美と健康」とジェンダ 

ー 

講師 山形大学男女共同参画推進室助教 

10:00～12:00 

女と男どっちが幸せ？ 

講師 山形大学男女共同参画推進室助教 

坂無 淳 

３回連続 

社会に振り回されない自分らしい 

幸せってなんだろう？ 

一緒にかんがえてみよう！ 

《会 場》 
山形市男女共同参画センター「ファーラ」 

５階 視聴覚室 

《対 象》 

男女問わず ３０人 

（１回のみの受講でも可） 

無料託児あり・参加費無料 

北海道育ちの 

若手男性講師 

兵庫県育ちの 

ベテラン講師 

北海道育ちの 

若手キャリア講師


